
　
同
和
問
題
は
、
封
建
時
代

の
身
分
制
度
や
歴
史
的
、
社

会
的
に
形
成
さ
れ
た
人
々
の

意
識
に
起
因
す
る
差
別
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
現
れ

て
い
る
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。

　
現
在
も
な
お
、
同
和
地
区

（
被
差
別
部
落
）
の
出
身
と

い
う
理
由
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
を
受
け
て
い
る
人
々
が

い
ま
す
。

　
封
建
時
代
に
お
い
て
、
え

た
、
ひ
に
ん
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
人
々
は
、
武
具
・
馬

具
や
多
く
の
生
活
用
品
に
必

要
な
皮
革
を
作
る
仕
事
や
、

役
人
の
も
と
で
地
域
の
警
備

を
行
う
な
ど
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
役
目
を
担
っ
て
い
ま

し
た
が
、
住
む
場
所
、
仕
事
、

結
婚
、
交
際
な
ど
、
生
活
の

全
て
の
面
で
厳
し
い
制
限
を

受
け
、
差
別
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
人
々
が
住
ま

わ
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が

「
同
和
地
区
（
被
差
別
部

落
）」、
そ
れ
ら
の
人
々
に
対

６
月
は

就
職
差
別
解
消
促
進
月
間

６
月
は

就
職
差
別
解
消
促
進
月
間

　
就
職
は
、
生
活
の
安
定
や
労
働

を
通
し
た
社
会
参
加
な
ど
、
人
間

が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
上
で
基
本

と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

採
用
選
考
は
応
募
者
の
適
性
と
能

力
に
基
づ
き
公
正
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ

の
強
い
身
元
調
査
事
件
や
、
面
接

時
に
本
籍
地
や
思
想
・
信
条
な
ど

を
聞
く
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
東
京
都
で
は
６
月
を
「
就
職
差

別
解
消
促
進
月
間
」
と
し
、
就
職

差
別
を
無
く
し
就
職
の
機
会
均
等

を
確
保
す
る
た
め
、
東
京
労
働
局

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

す
る
差
別
が
「
部
落
差
別
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
も
、
差
別
的
な
身

元
調
査
に
使
わ
れ
か
ね
な
い

戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
取
得

事
件
や
、
公
共
施
設
な
ど
へ

の
差
別
的
な
落
書
き
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
悪
質
な
書

き
込
み
、
不
動
産
取
引
の
際

の
同
和
地
区
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
な
ど
の
差
別
行
為
が

都
内
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
皆
、
自
分
の
存

在
と
尊
厳
が
守
ら
れ
、
自
由

に
幸
せ
を
追
い
求
め
る
こ
と

の
で
き
る
権
利
、「
人
権
」

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、家
庭
や
地
域
、

職
場
、
学
校
な
ど
で
多
く
の

人
と
関
わ
り
合
い
を
も
っ
て

生
き
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

生
き
、
そ
し
て
、
他
の
人
た

ち
と
と
も
に
皆
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
お
互

い
の
個
性
を
尊
重
し
、
認
め

合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

同

和

問

題

　
　
６
月
14
日
㈫
午
後
１
時
15
分

〜
４
時
45
分

　
　
台
東
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　｢

フ
ェ
ア
な
会
社
で
働
き
た

　
　
６
月
23
日
㈭
午
後
２
時
〜
４

時
30
分

　
　
オ
リ
ン
パ
ス
ホ
ー
ル
八
王
子

※

直
接
会
場
へ

　
　「
企
業
と
人
権
〜
企
業
に
と
っ

て
人
権
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

…

関
根
昭
之
氏
（
り
そ
な
銀
行
人

材
サ
ー
ビ
ス
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　
　｢

フ
ェ
ア
な
会
社
で
働
き
た

い｣　
　
先
着
１
千
人

　
東
京
都
産
業
労
働
局
労
働
環
境

課
（
☎
03・５
３
２
０・４
６
４
９
）

▼
講
演
と
映
画
の
集
い

▼
人
権
啓
発
映
画
会

日
時

会
場

講
演

映
画

定
員

問

★
東
京
都
発
行
の
人
権
啓
発
冊

子「
み
ん
な
の
人
権
」、「
明
る
い

社
会
を
め
ざ
し
て
〜
同
和
問
題

の
理
解
の
た
め
に
」
を
市
役
所

１
階
市
民
相
談
窓
口
や
市
内
各

図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

い｣

、「
こ
こ
か
ら
歩
き
始
め
る｣

、

｢

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
と
こ
ろ｣

　
　
申
込
制
で
先
着
300
人

　
電
話

　（
公
財
）
東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
03
・
３
８
７
６
・
５
３

７
２
）

日
時

会
場

映
画

定
員

問申

問

代
表
☎

総
務
課

そ
の
他

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集
～

地
域
福
祉
活
動
の
応
援
を

　
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
、
地
域
の
サ
ロ

ン
助
成
・
防
災
教
育
な
ど
幅
広
い
福
祉
活

動
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
１
口
１
千
円
以
上
（
１
千
円

未
満
で
も
福
祉
協
力
金
と
し
て
お
預
か
り

し
ま
す
）、
団
体
１
口
５
千
円
で
す
。

申
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
、
市
役
所
２
階
福
祉
政
策
課
、
七

生
支
所
へ
申
し
込
み

問
同
協
議
会
（
☎
582
・
２
３
１
９
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案
内
説

明
会

日
時
６
月
７
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

会
場
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
事
業
紹
介
、
概
要
説
明

対
象
60
歳
以
上
の
方
※
清
掃
を
希
望
す

る
女
性
歓
迎

そ
の
他
年
会
費
２
千
円

問
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
581
・
８
１
７
１
）

中
央
道
の
集
中
工
事
お
よ
び
八
王
子
Ｉ

Ｃ
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

工
事
日
時
６
月
６
日
㈪
～
18
日
㈯
昼
夜
間

連
続
規
制
※
11
日
㈯
午
前
６
時
～
13
日
㈪

午
前
10
時
を
除
く

工
事
区
間
高
井
戸
Ｉ
Ｃ
～
調
布
Ｉ
Ｃ
の
上

下
線

▼
八
王
子
Ｉ
Ｃ
（
山
梨
方
面
入
口
）
閉
鎖

６
月
13
日
㈪
～
15
日
㈬
各
日
午
後
３
時
～

午
前
６
時
※
荒
天
順
延

問
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
922
・
229
）

▼
５
月
前
半

［
７
日
］
ひ
の
市
民
大
学
開
講
式
［
８
日
］ 

ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
パ
レ
ー
ド
［
10
日
］
日
野
市
の
道
と

ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
［
11
日
］
東
京

都
住
宅
政
策
審
議
会
［
13
日
］
文
化
事
業

協
会
理
事
会
、
日
野
市
赤
十
字
奉
仕
団
総

会問
市
長
公
室
秘
書
担
当
代
表
☎

　東京都では、自主防災活動を意欲的に行う団体を「東京防災隣組」
として認定し、地域防災力の強化および地域防災リーダー育成の
推進を図っています。
　このたび、五小区域で活動している「五小防災会」の取り組み
が評価され、「第５回東京防
災隣組」として認定されまし
た。市でも地域防災会をはじ
めとする「自助・共助」の取
り組みのさらなる強化を図っ
ていきます

　5/7・8に開催された「第19回ひの新選組まつり」において、同
まつり実行委員会は周辺大学の学生ボランティア（法政大学、明
星大学、首都大学東京、実践女
子大学、中央大学合計25人）の
協力により熊本地震災害支援義
援金の募金活動を行いました。
　 ま つ り で の 募 金 総 額 は
183,067円となり、日野市を通
じて市に寄せられた他の義援金とともに後日、日本赤十字社に送
金されます。

　4/13に高幡不動駅地下
道にて地元自治会、商店
会、明星大学防犯ボラン
ティアチーム、地域交通
安全活動推進委員会、日
野警察署の協力のもと、
地域一体となり、地下道
では自転車を降りて通行するよう自転車利用のマナー啓発を呼び
かけました。
　今後も、自転車の安全な運転にご協力をお願いします。

五小防災会が「東京防災隣組」に認定

「第19回ひの新選組まつり」で学生ボランティアによる
熊本地震災害支援義援金の募金活動が行われました

地域の方々と一緒に高幡不動駅地下道自転車安全
通行啓発活動を実施

▶写真左から　中嶋道芙さん、奈良義徳さ
ん、鈴木勝豊会長、大坪市長、平田康代さん、
長田久美子さん、日下眞紀さん

11 市役所　　　 585 ー 1111
soudan@city.hino.lg.jp
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